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和
27

年
４
月
１
日
、
阿
久
根
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
60

年
。

今
年
は
、
阿
久
根
市
制
施
行
60

周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
７
月
28

日
㈯
、
７

月
29

日
㈰
、
８
月
４
日
㈯
、
８
月
５
日

㈰
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
「
阿
久
根
み

ど
こ
い
祭
り
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
同

実
行
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
市
制
施
行
60

周
年
を
記
念
し

た
こ
の
夏
祭
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

も
参
加
さ
れ
て
、「
阿
久
根
の
夏
」
を 

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
年
、
２
千
人
を
越
え
る
参
加
者
が

国
道
３
号
を
練
り
歩
く
ハ
ン
ヤ
踊
り
パ

レ
ー
ド
。
ハ
ン
ヤ
節
の
軽
快
な
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
存
分
に
踊
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

７
／
28 

ハ
ン
ヤ
踊
り
パ
レ
ー
ド

国
道
３
号
を
練
り
歩
く
ハ
ン
ヤ
踊
り

　
央
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
て
「
お

ど
っ
ど
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
阿
久
根
の
特

産
品
が
一
堂
に
そ
ろ
う
「
阿
久
根
み
ど

こ
い
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

７
／
29 

阿
久
根
み
ど
こ
い
市

阿
久
根
の
特
産
品
が
一
堂
に
そ
ろ
う

　
店
も
楽
し
み
で
す
が
、
阿
久
根
新

港
の
真
上
に
見
上
げ
て
見
る
花
火
は
、

音
も
光
も
迫
力
十
分
で
す
。

８
／
４ 

花
火
大
会　
　
　

美
し
い
花
火
が
夏
の
夜
空
を
飾
る

昨年のハンヤ踊りパレード
（藤間流千朗会の皆さん）

昨年開催された花火大会
（阿久根新港）

阿 久 根 市 制 施 行
６ ０ 周 年 記 念
阿久根

みどこい祭り
７/28㈯、７/29㈰
８/４㈯、８/５㈰ 開催決定Y
※問い合わせ先　阿久根みどこい祭り実行委員会事務局（商工観光課）

☎０９９６-７３-１２１１（内線１１１１・１１１２）

昭毎

中夜
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今月の題字

自然がいっぱいで、魚が 
おいしいところが自慢です。 
将来は、サッカー選手になっ
て日本代表に選ばれたい 
です。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成24年９月30日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい
ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成24年４月27日現在）

１３,５６５,２０７円
※日本赤十字社を通じて、被災さ
れた方々へ配分されます。

濵は
ま

　

﨑さ
き

　
智と

も
　

哉や

さ
ん

山
下
小
６
年

義援金を受け付けています

今月の表紙

今月号では、山下小６年生

全員（10人）に、自分たちの

大好きな「阿久根」の海や山、

川などの自然を思い浮かべて

もらい、その思いを込めて 

書いていただきました。

「
　

い
じ
ゃ
が
阿
久
根
音
楽
フ
ェ
ス
」

が
、
阿
久
根
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
市
役
所
商
工

８
／
４ 

『
こ
い
じ
ゃ
が　
　
　

阿
久
根
音
楽
フ
ェ
ス
』
開
催
Y

阿
久
根
の
夏
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る

観
光
課
等
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

◇
出
演
者
（
敬
称
略
）

錦
野
旦
、
竹
原
ピ
ス
ト
ル
、
中
孝
介
、 

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
（
ア
ク
ネ
大
使

ボ
ー
カ
ル
佐
潟
武
さ
ん
）、Ｓ
ｕ
ｎ
Ｓ
ｅ

ｔ
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
、
エ
ガ
ン
セ
倉
津
義
久

（
ア
ク
ネ
大
使
）、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
、
Ｙ

ｕ
ｔ
ａ
ｋ
ａ
　
な
ど

８
／
５ 

『
あ
く
ね
新
鮮　

お
さ
か
な
祭
り
』
開
催
Y

　
久
根
漁
港
新
港
水
揚
げ
場
で
、
第

21

回
『
あ
く
ね
新
鮮
お
さ
か
な
祭
り
』

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

昨年開催された『あくね新鮮おさかな祭り』

チケット好評発売中Z

市役所商工観光課、三笠支所、大川出張所、
市民会館でも取り扱っています。

★皆さまのお越しをお待ちしています★

昨年のハンヤパレードの「踊り連」コンテストで
最優秀賞を受賞された「泉流豊泉会」の皆さん

阿

こ

阿久根市制施行60周年記念阿久根みどこい祭り
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久
根
港
で
水
揚
げ
さ
れ

た
新
鮮
な
「
き
び
な
ご
」
を

す
き
焼
き
に
し
て
食
べ
る
。

そ
の
名
も
『
き
び
す
き
』。

昨
年
の
12

月
か
ら
阿
久
根

市
飲
食
店
組
合
が
主
催
し
、
14

店
舗
で

年
間
を
通
じ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
同

組
合
主
催
の
『
き
び
な
ご
祭
り
』
が
５

月
14

日
㈪
〜
６
月
30

日
㈯
の
間
、
以
下

の
店
舗
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

店
舗
に
よ
っ
て
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が

異
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に 

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
各
店
舗
ま
で
。

な
お
、
新
鮮
な
食
材
を
提
供
す
る
た

め
に
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

地
元
で
と
れ
た
お
い
し
い

も
の
を
地
元
で
食
す
Y

『
き
び
な
ご
祭
り
』
開
催

阿久根

地域おこし

グルメ

発

な
ご
祭
り

５
／
14
㈪
～

６
／
30
㈯

【きびなご祭り参加店舗情報】※下記の金額は単品価格です。定食などの金額は各店舗異なります。

参加店名 料理 電話番号 参加店名 料理 電話番号

あくね 大八寿司 きびすき（単品　800円）
単品→寿司 または 小鉢 付
定食→特産品 付

0996-73-3555 太郎寿司 きびすき（単品　800円）
きびなごの刺身 付

0996-72-0011

味亭 にぎわい きびすき（単品　800円）
きびなご料理各種 吸い物 付

0996-73-4437 道の駅「阿久根」 きびすき（単品　800円）
１割引

0996-74-1400

居酒屋若奈 きびすき（単品　800円）
きびなごの刺身 付

0996-73-3869 みなとれすとらん
らぼんじょるね  

きびなごのチーズフォンデュ（1,200円）
デザート 付

0996-73-3112

宴会･仕出し･季節の会席
竹馬の友

きびすき（単品　800円）
きびなご増量

0996-72-0888 麺屋 しげぞう
阿久根店

きびすき（単品　800円）
きびすき定食を800円でご提供

0996-72-7027

お食事処・海鮮料理
いらっしゃいませ

きびすき（単品　800円）
単品のきびすきに刺身 付

0996-73-2979 漁師のやってる店
ドライブイン潮騒

きびすき（単品　800円）
刺身 付

0996-75-0193

お食事のふるさと
十三

きびすき（単品　800円）
きびなごの唐揚げ 付

0996-72-1420 レストラン
望海

きびすき（単品　800円）
きびすき定食にのみコーヒー 付

0996-74-0833

グラッチェ・マキ
あんこら

きびなごのトマトすき焼き（800円）
きびすきセットにのみ、きびなごの
香草バター焼き 付

0996-75-0603 和食処まきや きびすき（単品　800円）
刺身 または 小鉢・ご飯 付

0996-72-2571

阿

いつもの値段
3 3

で

きびすきをお得
3 3

に！
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４月９日に行われた淵上誠選手と郭京錫選手との

初防衛戦（写真提供：こんどうさん）

５
月
12
日
㈯
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

『
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ミ
ド
ル
級
』

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
開
催
Y

挑
む
Y

Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ミ
ド
ル
級
９
位
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
ミ
ド
ル
級
17

位

東
洋
太
平
洋
ミ
ド
ル
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
八
王
子
中
屋
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
所
属
）

ア
ク
ネ
大
使
（
黒
之
上
区
出
身
）

淵
上
　
誠 

選
手

（
日
野
自
動
車
株
式
会
社 

勤
務
）

　
月
12

日
㈯
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
東

洋
太
平
洋
ミ
ド
ル
級
王
者
ア
ク
ネ
大
使

の
淵
上
誠
選
手
（
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
同
級
９

位
）
が
、
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ミ
ド
ル
級
王
者

の
ゲ
ン
ナ
ジ
ー
・
ゴ
ロ
フ
キ
ン
選
手（
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
）
と
の
世
界
戦
（
初
）
に

挑
み
ま
す
。
５
月
２
日
㈬
、
淵
上
選
手

が
勤
務
さ
れ
て
い
る
日
野
自
動
車
株
式

会
社
（
東
京
都
日
野
市
）
で
の
記
者
会

見
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

対
戦
相
手
で
あ
る
ゲ
ン
ナ
ジ
ー
・
ゴ

ロ
フ
キ
ン
選
手
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
時
代

に
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
、
２
０
０

４
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
通
算
成
績

は
22

戦
22

勝
（
19

Ｋ
Ｏ
）
と
い
う
無
敗

の
強
豪
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

「
準
備
期
間
は
短
い
が
、
１
％
で
も
可

能
性
が
あ
れ
ば
す
べ
て
を
か
け
て
挑
み 

た
い
。」
と
同
会
見
で
淵
上
選
手
は 

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

な
お
、
淵
上
選
手
は
、
昨
年
12

月
に

東
洋
太
平
洋
王
座
を
獲
得
し
、
先
日
４

月
９
日
に
初
防
衛
に
見
事
成
功
し
ま
し 

た
が
、
今
回
の
世
界
挑
戦
決
定
に 

伴
い
、
東
洋
太
平
洋
ミ
ド
ル
級
の
タ
イ

ト
ル
は
自
動
的
に
返
上
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
さ
に
、
す
べ
て
を
か
け
て

挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
「
挑
戦
者
」
と
し
て
世
界

挑
戦
す
る
淵
上
選
手
に
、
今
後
と
も
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。

（
協
力 

八
王
子
中
屋
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
）

◇
お
こ
と
わ
り

　
報
あ
く
ね
５
月
号
が
皆
さ
ま
の 

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
試
合
結
果

が
判
明
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
記
事
は
、
淵
上
選
手
が
「
挑

戦
者
」
と
し
て
の
強
い
決
意
で
世
界
戦

に
臨
ん
だ
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
た

く
掲
載
し
た
も
の
で
す
。

広
報
発
行
の
日
程
か
ら
こ
の
よ
う
な

形
で
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「準備期間は短いが、
１％でも可能性があれば
すべてをかけて挑みたい。」

淵上 誠 選手

５

広
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「
僕
た
ち
の
思
い
が
届
い
て
ほ
し
い
」

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
元
気
づ

け
よ
う
と
、
大
川
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
た
ち
が
、
津
波
で
流
さ
れ
た
大
漁
旗

２
枚
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
添
え

る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
大
漁
旗
が
港
い
っ
ぱ
い
に

は
た
め
い
て
、
活
気
に
満
ち
た
母
ち
ゃ

ん
た
ち
の
笑
い
声
が
浜
に
ひ
し
め
き
あ

う
。そ
ん
な
日
が
必
ず
や
っ
て
来
ま
す
。

そ
ん
な
日
を
心
よ
り
待
っ
て
い
ま
す
。」

な
ど
と
心
の
こ
も
っ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
小
さ
な
布
に
書
き
込
ま
れ
、
丁
寧

に
安
全
ピ
ン
な
ど
で
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
大
漁
旗
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

の
伊
藤
雄
一
郎
さ
ん
が
被
災
の
記
憶
と

し
て
同
市
内
で
集
め
て
い
た
も
の
を
、

寺
地
壮
一
郎
さ
ん
の
ご
縁
で
大
川
小
・

中
学
校
が
今
回
の
取
組
の
た
め
に
借
り

受
け
て
い
ま
し
た
。
市
役
所
の
正
面
玄

関
前
に
し
ば
ら
く
掲
示
し
た
後
、
伊
藤

さ
ん
に
発
送
し
、
被
災
地
で
掲
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。

応援メッセージを書き添えた大川中学校の生徒ら
（大川中学校）

大川小学校の子どもたちの応援メッセージが
書き添えられた大漁旗（市役所正面玄関前）

「
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
に
気
を
つ
け

て
運
転
す
る
か
ら
ね
。」

４
月
13

日
、
鶴
川
内
郵
便
局
前
の
県

道
で
、
鶴
川
内
小
の
５
・
６
年
生
19

名

が
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
手
紙
と
お

茶
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
24

日
に
は
、
山
下
小
６

年
生
10

名
が
広
域
農
道
の
山
下
交
差
点

付
近
で
同
様
の
活
動
と
、
同
校
運
動
場

で
交
通
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
紙
を
受
け
取
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
は「
朝
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て

運
転
す
る
か
ら
ね
。」
な
ど
と
、
心
の

こ
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
返
書
が
両
校
に

届
き
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
し
て
い

ま
し
た
。

津
波
で
流
さ
れ
た
大
漁

旗
に
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
大
川
小
・
中
）

交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦

13日
・

24日

4月

レター作戦を行う鶴川内小の
児童ら

「
ウ
ナ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
」

阿
久
根
小
の
６
年
生
98

人
が
、
高
松

川
漁
協
の
主
催
で
体
長
８
㎝
、
体
重
５

ｇ
の
稚
ア
ユ
約
１
万
匹
を
大
田
橋
近
く

の
山
下
川
と
高
松
川
の
合
流
地
点
に
放

流
し
ま
し
た
。

「
高
松
川
に
遊
び
に
来
た
と
き
に
、
自

分
た
ち
が
放
流
し
た
元
気
な
ア
ユ
に
会

え
た
ら
い
い
な
。」
と
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

稚アユを放流する阿久根小６年生の児童ら

23日

4月

高
松
川
に
稚
ア
ユ
放
流

１
万
匹
（
阿
久
根
小
）

12日

4月

まちの話題
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ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

まちの話題

阿
久
根
警
察
署
は
、
自
転
車
安
全
利

用
モ
デ
ル
校
に
三
笠
中
学
校
を
指
定

し
、同
校
で
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
校
生
徒
162

人
の
う
ち
約
100

人
が
自
転

車
通
学
と
の
こ
と
で
す
。

委
嘱
式
で
下
原
幸
生
校
長
先
生
は

「
他
の
学
校
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
自

転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。」

と
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

田
代
小
学
校
の
全
児
童
13

人
が
、
昨

年
秋
に
同
校
で
収
穫
し
た
も
ち
米
で

「
ち
ま
き
」
を
作
り
ま
し
た
。
同
校
に

ひ
孫
が
通
う
芝
越
マ
サ
子
さ
ん
の
指
導

で
、
今
年
は
50

本
も
で
き
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
「
ち
ま
き
」
は
、
子

ど
も
た
ち
が
書
い
た
手
紙
と
一
緒
に
地

域
の
方
々
に
配
ら
れ
る
た
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
方
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
行

事
で
す
。

脇
本
小
学
校
で
新
１
年
生
42

人
を
対

象
に
防
犯
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
阿
久
根
警
察
署
が
阿
久
根

市
と
長
島
町
の
全
小
学
校
を
巡
回
し
、

防
犯
標
語
で
あ
る
「
い
か
の
お
す
し
」

を
題
材
に
し
て
作
成
し
た
ボ
ン
タ
ン
刑

事
が
活
躍
す
る
紙
芝
居
を
実
施
し
た
も

の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
通
学
時
の
心
構

え
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

昭
和
37

年
に
西
目
小
学
校
に
入
学
し

て
50

年
。
市
内
外
在
住
の
同
校
出
身
者

22

人
（
当
時
の
入
学
者
70

人
）
が
同
校

の
正
門
前
に
集
合
し
、
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

元
気
な
『
西
目
っ
子
』
た
ち
は
そ
の

後
、
番
所
丘
公
園
に
場
所
を
変
え
、
に

ぎ
や
か
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

心
新
た
に
旧
友
と
親
交
を
深
め
る

ボ
ン
タ
ン
刑
事
の「
い
か
の
お
す
し
」

「
今
年
も
じ
ょ
っ
じ
ゃ
っ
た
ど
」

「
純
田
代
小
産
も
ち
米
」
で

ち
ま
き（
あ
く
ま
き
）づ
く
り

「
自
転
車
は
車
と
同
じ
で
す
」

自転車安全利用モデル校委嘱式（三笠中学校）

26日

4月

芝越マサ子さんからちまき（あくまき）づくりの
手ほどきを受ける田代小学校の児童ら

ボンタン刑事の紙芝居に熱心に聞き入る脇本小学校の
新１年生ら

昭和37年に西目小学校に入学し、50年目の入学式を
行った皆さん

自
転
車
安
全
利
用
モ
デ
ル

校
に
指
定
（
三
笠
中
）

17日

4月

「
西
目
小
50
年
目
の入

学
式
」

1日

4月

新
１
年
生
の
防
犯
教
室

（
脇
本
小
）

16日

4月

「いかのおすし」とは…
　行かない、乗らない、大声でさけぶ、

すぐにげる、知らせる
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桜の下で歓談する参加者ら
（山下馬場区）

阿久根駅からスタートする
参加者

４月１日、山下川近くの広場で、

しろやま会桜まつりが開催されまし

た。山下の地区民ら約100人が参加。

参加者は満開の桜の下、同地区の

婦人部が用意した料理に舌鼓をうち、

楽しくにぎやかに親睦を深め合って

いました。

駅長おすすめのＪＲ九州ウォーキ
ングが４月８日に開催され、183人
の参加がありました。 阿久根駅をス
タートした参加者は、「新鮮朝市」「番
所丘公園」などを自由に散策しなが
ら阿久根の魅力を満喫していました。
また、いおワールドかごしま水族館
が阿久根駅にウニやヒトデなどに触
れられるタッチプールを設置し、来
場者を楽しませていました。

しろやま会桜まつりを初開催

駅 長おすすめのＪＲ九州ウォーキング

航海安全と豊漁を祈る伝統行事「３月10

日祭り」が、黒之浜区では３月31日、牛之
浜区では４月15日に行われました。
黒之浜区の北さつま漁協黒之浜支所では、

大漁旗をなびかせて勇壮に同港前の海上を
旋回し、見物につめかけた多くの区民らか
ら歓声が上がっていました。
牛之浜区の同集落センターでは、約130人
の区民らが手弁当を持ち寄って歓談し、歌
や踊りも披露され、盛大に行われました。

航海安全と豊漁を願う船団パレード（黒之浜区）

鯉 のぼりの写真を撮る小さなカメラマン（阿久根駅）

牛之浜区で行われた（旧３月10日祭り）

市内各地で３月10日祭り開催
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

楽しい話題などをお知らせください。

秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

まちの話題
みんなのアルバム

ボランティアで信号機清掃を行った参加者ら訓練を行う阿久根郵便局員ら

４月７日、出水電気工事工業協同組合が、市
内の14交差点で信号機のボランティア清掃を行
いました。
この活動は、春の交通安全運動にあわせて毎
年実施されているもので、今回が19回目。今年
は７事業所から約20人の参加があり、参加者は
日ごろ業務で使用する高所作業者に乗り、手際
よく作業を行っていました。

４月13日、阿久根郵便局で振り込め詐欺の被
害を未然に防止するための訓練が同局窓口で行
われました。
現在、振り込め詐欺の被害は、３月末ごろに

出水市で２件、阿久根市で１件発生しています。
少しでも「何かおかしい？」と思ったら阿久根
警察署へお気軽に連絡してください。

ボランティアで信号機清掃振り込め詐欺にご用心
阿久根郵便局で未然防止の訓練

㈱日本水泳振興会主催の
ファミリーフィッシング大会（阿久根大島）

５月５日、㈱日本水泳振興会主催のファミ
リーフィッシング大会が阿久根大島で開催さ
れ、親子連れの約20人が参加し、アラカブや
ベラなどが釣れていました。「この時季はイ
カの大物が釣れる。」と漁に来られていた海
女さんが話してくれました。

４月21日、弓木野区の「着生らんの里」が開
園しました。園内では、見事な着生らんをはじ
め、様々な花を楽しむことができます。５月中
旬から下旬ごろには、ボンタンの白い花と着生
らんの花との美の競演が見られます。（入場料
600円）

親子で釣りに来
こ

んかい

着生らんの里５月31日まで開園

本格オープンして３年目の着生らんの里（弓木野区）
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市役所からの

お知らせ

　
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
、
平
成
23

年
12

月
に
県
に
お
い

て
鹿
児
島
県
原
子
力
災
害
対
策
暫

定
計
画
が
策
定
、
公
表
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

今
年
の
３
月
末
に
、
住
民
の
広
域

避
難
計
画
を
主
な
内
容
と
す
る

『
阿
久
根
市
原
子
力
災
害
対
策
暫

定
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
防
災
対
策
に
万
全
を
期
す

べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
内
原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お

む
ね
半
径
10

㎞
圏
内
と
さ
れ
て
い

た
『
防
災
対
策
を
充
実
す
べ
き
地

域
の
範
囲
』
が
半
径
20

㎞
へ
と
暫

定
的
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
人
口
の
約

４
割
に
当
た
る
約
９
、
３
０
０
人

が
そ
の
区
域
に
含
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
20

㎞
圏
内
の
地
域
は
、

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
で
は
、
国
、
県
か
ら
避
難
指

示
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
や
事
故

の
規
模
、
進
展
状
況
等
に
よ
り
川

内
原
子
力
発
電
所
か
ら
20

㎞
圏
内

が
避
難
対
象
区
域
と
さ
れ
た
場
合

は
、
住
民
の
広
域
避
難
措
置
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
避
難
先
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
避
難
先

出
水
市
、
伊
佐
市

・
避
難
方
法

　
難
場
所
ま
で
は
原
則
自
家
用

車
を
使
用
し
、
市
が
示
す
避
難
経

路
に
沿
っ
て
避
難
し
ま
す
。

ま
た
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い

方
々
に
は
、
市
ま
た
は
県
が
バ
ス

な
ど
の
車
両
を
準
備
し
ま
す
。

※
原
子
力
災
害
の
特
殊
性
、
緊
急

時
の
医
療
体
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

体
制
な
ど
詳
し
く
は
、
４
月
に
配

布
し
ま
し
た
『
原
子
力
防
災
の
し

お
り
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
行
政
係

☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
１

（
内
線
１
２
１
２
）

『
防
災
対
策
を
充
実
す
べ
き
地
域

の
範
囲
』
の
暫
定
的
拡
大

広

域

避

難

体

制

市
暫
定
計
画
の
主
な
内
容

地域 区　　　　　　　名

市街地 波留、大丸、倉津、潟、遠見ヶ岡

鶴川内 尾原、米次

山 下 遠矢、山下馬場、尾崎、弓木野

西 目
佐潟、高之口、飛松、枦、落、
大川島、馬見塚

大 川
牛之浜、仲仁田、中屋敷、的場、川畑中、
尻無上、尻無中、尻無下

川内原子力発電所１、２号機
写真提供　九州電力㈱川内原子力総合事務所

『阿久根市原子力災害対策暫定計画』を
策定しました

東川

市

避
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

Akune City
Information

〈広域避難計画〉

地域 区　名
避　　　難　　　場　　　所 集 合 場 所

※自家用車、乗合によ

る移動者を除く

避　　　難　　　経　　　路
市　名 施　　　設　　　名

市街地

波 留
伊 佐 市
（旧大口市）

大 口 小 学 校

阿 久 根 中 学 校
国道３→国道504→県道374→国道447→
国道267→国道268

大 口 中 学 校

大 口 体 育 セ ン タ ー

大 丸

伊 佐 市
（旧菱刈町）

湯 之 尾 校 区 公 民 館

阿 久 根 市 役 所

国道３→国道504→県道374→国道447→
国道267→国道268→県道53

湯 之 尾 小 学 校

本 城 地 区 集 会 施 設

倉 津
ふるさと生きがいセンター

遠見ケ岡

潟

農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

市 民 会 館
田 中 ふ る さ と 館

菱 刈 小 学 校

菱 刈 中 学 校

鶴川内
尾 原

出 水 市
大 川 内 農 業 者
ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー

山村開発センター
県道46→県道368→国道504→県道374→
国道447米 次

山 下

遠 矢

伊 佐 市
（旧大口市）

ふ れ あ い セ ン タ ー

山 下 小 学 校
国道３→国道504→県道374→国道447→
国道267→国道268

山下馬場

尾 崎
尾 崎 小 学 校

弓 木 野

西 目

佐 潟

伊 佐 市
（旧大口市）

ふ れ あ い セ ン タ ー

西 目 小 学 校

国道３→国道504→県道374→国道447→
国道267→国道268

高 之 口

飛 松

枦

西目地区集会施設
落

大 川 島

馬 見 塚

大 川

牛 之 浜

出 水 市

米 ノ 津 小 学 校 牛 之 浜 地 区
集 落 セ ン タ ー

国道３

米 ノ 津 中 学 校

仲 仁 田 米 ノ 津 東 小 学 校

大 川 中 学 校
中 屋 敷 切 通 小 学 校

的 場 米ノ津農村環境改善センター

川 畑 中 東 出 水 小 学 校 国道３→国道504→県道374→国道447

尻 無 上 出 水 小 学 校

道 の 駅 あ く ね 国道３→国道504→県道374尻 無 中 出 水 中 学 校

尻 無 下 西 出 水 小 学 校

山下地区の城山頂上付近から市街地を望む
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区長紹介 １年間よろしくお願いしますY

平成24年度　『区長名簿』
区　名 氏　　名 区　名 氏　　名 区　名 氏　　名
波 留 垂 司 米 次 田 原 初 男 川 畑 中 花 木 達 矢
高 松 大 曲 勝 明 田 代 中 永 原　　 優 尻 無 上 松 下 統 一
新 町 山 下　　 忠 田 代 下 山 口 幸 春 尻 無 中 大 田 岳 文
町 新 塘 修 平 遠 矢 清 水　　 馨 尻 無 下 寺 地 則 正
浜 福 田 健 二 山下馬場 永 田 豊 廣 脇本馬場 宇 都 末 男

上 野 有 田 健 三 尾 崎 若 松 知 之 脇 本 浜 白 濵 和 利
大 丸 竹之内　和　満 弓 木 野 前 田　　 勲 下 村 大川内　良　一
倉 津 洲 﨑 勝 利 牟 田 冨 田　　 茂 上 原 跡 上 休 三
潟 川　原　陸奥雄 永 田 上 釣 井 英 雄 筒 田 小 田 法 文

遠見ケ岡 岩 切 昌 昭 永 田 下 坂 上 元 彦 桐 野 上 石 原　　 透
寺 山 川 原 修 一 折 口 東 田 嶋 輝 男 桐 野 下 大川内　實　志
中 村 黒 﨑 義 久 大 林 松 下 輝 男 大 渕 川 園 田 義 美
浦 平 忍 内 田 寺 脇　　 久 瀬之浦上 古 賀 正 男

牧 内 牧 内 哲 郎 大 下 庵　　 重 人 瀬之浦下 松 﨑 元 治
東 牧 内 奥 平 三 男 丸 内 田 中 髙 德 古 里 大 漉 安 夫
段 小 田 利 雄 陳 之 尾 上 野 三 郎 槝之浦東 寺 下 富 雄

大 尾 木 原 榮 次 佐 潟 尾 塚 松 行 槝之浦西 寺　下　耕太郎
栫 入尾野　春　雄 高 之 口 飛 松 正 次 深 田 荻 野 継 雄

羽 田 今 村 一 郎 飛 松 尾 上 喜 昭 黒 之 浜 福 留 一 誠
桑原城上 児 玉 康 彦 枦 枦　　 秀 敏 大 谷 久 保 勝 輔
桑原城下 黒 蕨 春 喜 落 落　　 秀 喜 黒 之 上 西 村 幸 弘
宮 原 宮 原　　 均 大 川 島 藤 園 武 美 大 漉 大 漉 克 義
横 手 中 野 正 春 馬 見 塚 馬見新　知也子 小 漉 田 上 文 雄
萇 野 辺 麦 行 治 牛 之 浜 牛ノ濱　福　藏 松 ケ 根 石 原 義 信
長 谷 髙 原 重 一 仲 仁 田 的 場 安 信 八 郷 竹 原 幸 佑
木佐木野 鶴 田 浩 二 中 屋 敷 谷 田 行 幸
尾 原 中 野　　 茂 的 場 川　畑　重一郎

消防団本部・各分団長

新入分団員

区長会総会（市民会館　第１会議室）

※敬称略

地域を守る消防団
平成24年度阿久根市消防団本部・分団長紹介

※敬称略
◆団本部
団　長　新留　秀雄
副団長　中村　主税　　副団長　松永　新市
◆分団長
中　央　中園　　修　　三　笠　山田　　広
大　川　池田　英人　　鶴川内　児玉　秀則
赤瀬川　山﨑　智宏　　折　多　津田　優隆
山　下　若松　和幸　　西　目　猿楽　龍一
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

申 込 書
受　講　講　座　名

住　　　所
連絡先（自宅・携帯）
職　業　の　有　無

※託児希望の場合

氏　名　（年　齢） 氏　名 （　　　　歳）
阿久根市 （　　　　区）

名　前 （　　　　歳） 男・女

有・無　※市外在住の場合勤務先（　　　　　　　　　　　　　）

子供の名前　年齢　性別

【申込み・お問い合わせ先】　◇健康増進課　保健予防係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１４５８）
リフレッシュY 毎週木曜日（１０回）10：00～11：00

健 康 体 操 開講日　５月２４日（木）　定員　２０名

＊毎日の生活に疲れていませんか？　そんなあなたにオススメY
　リフレッシュできる運動を中心とした講座です。
※男性も女性も受講できます。

※主に18歳以上で市内在住または在勤の女性であれば誰でも受講できます。

夏休み親子ふれあい講座
はじめてのコーチング（３回）
～私らしい生き方見つけよう～

パ ン 作 り
（２回）

＊２時間で簡単に作れるパンを作ります。

陶 芸 教 室
（６回）

５００㎉の満腹ごはん
（１０回）

浴 衣 着 付 け
（８回）

暮らしの筆ペン
（１０回）

＊土のぬくもりを感じる自分だけの作品
　を作ってみませんか？
※『わらべ工房』が会場になります。

＊コーチングを学んで、毎日を私らしく
　ハッピーに過ごしましょう。

＊今年の夏祭りは、自分で浴衣を着て
　みませんか？

＊年賀状、祝儀袋、芳名録など、暮らし
　の中で役立つ筆文字が身につきます。

＊ヘルシー料理で、カラダの内側から
　健康にY
※男性も受講できます。

子育て応援Y
アロマ＆ストレッチ（１０回）

＊子育て中のお母さんが対象。
　アロマセラピーとストレッチを組み
　合わせた講座です。

昼 の 部 夜 の 部

昨年度の後期講座『陶芸教室』昨年度の後期講座『陶芸教室』

募集期間　５月15日（火）～25日（金）
【申込み・お問い合わせ先】
◇阿久根市働く女性の家
　☎０９９６－７３－３７６９
◇企画調整課　企画推進係
　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２３１）
　Fax０９９６－７２－２０２９
　メールアドレス　kikaku@city.akune.kagoshima.jp
　※フリーメールアドレスによる申込みは確認できない場合が
　　あります。
◇受講料無料（ただし、材料費・資料代は実費負担）
◇託児所あります（満２歳～就学時前まで）。
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で
は
、
放
置
竹
林
を
解
消
し
、
竹

林
の
改
良
な
ど
を
行
う
た
め
、
竹
チ
ッ

プ
の
搬
出
に
対
し
て
助
成
を
し
て
い
ま

す
。

◇
補
助
対
象

竹
チ
ッ
プ
の
搬
出
者
（
本
市
の
住
民

登
録
者
に
限
る
）
で
結
成
さ
れ
た
組
合

な
ど
が
、
市
内
の
竹
林
を
伐
竹
し
た
際

に
発
生
し
た
竹
材
を
チ
ッ
プ
と
し
て
市

内
の
加
工
工
場
に
納
入
し
た
場
合
。

◇
補
助
金
額

チ
ッ
プ
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
１
円

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
水
産
林
務
課
林
務

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先：水産林務課　林務係（市役所１階　北側）

☎０９９６－７３－１２１１（内線１１６２）

『竹チップの搬出』への助成

ま
た
、
転
出
さ
れ
る
場
合
は
消
滅
届

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
６
月
に
現
況
届
を
行
う
予
定
で
す

毎
年
６
月
１
日
現
在
で
受
給
資
格
の

あ
る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
給
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
届
出
用

紙
を
自
宅
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
の
届
出
が
な
い
と
６
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
６
月
か
ら
は
、
所
得
制
限
限

度
額
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
阿
久
根
市
に

そ
の
年
の
１
月
１
日
に
住
所
が
な
か
っ

た
場
合
、
添
付
書
類
と
し
て
前
住
所
地

の
市
区
町
村
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
手
当
を
受
給
で
き
る
方

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を 

養
育
し
て
い
る
方

◇
手
当
額
（
月
額
）

・
０
〜
３
歳
未
満
　
１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
　
１
万
円

※
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円

・
中
学
生
　
１
万
円

・
所
得
制
限
額
以
上
で
あ
る
方

５
千
円

※
所
得
制
限
額
は
、
９
６
０
万
円
（
夫

婦
・
子
ど
も
２
世
帯
）
を
基
準
に
設

定
し
、
平
成
24

年
６
月
分
か
ら
適
用

し
ま
す
。

◇
支
給
月

今
ま
で
通
り
、
６
月
・
10

月
・
２
月

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
そ
の
他

転
入
・
お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
た
と
き

は
、
児
童
手
当
の
手
続
が
必
要
で
す
。

原
則
と
し
て
請
求
の
あ
っ
た
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
（
15

日
以
内
に 

申
請
が
必
要
で
す
）。

問い合わせ先：生きがい対策課　児童対策係（市役所１階５番窓口）

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４１１・１４１２）

『児童手当』（新制度）のお知らせ

平
成
24
年
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
は

『
児
童
手
当
』に
変
わ
り
ま
し
た

こ

市
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

　
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平
成
24

年

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
24

年
度
の
当

初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24

年
度
の
当
初
予
算
は
、
平
成
23

年
度

の
当
初
予
算
に
比
べ
２
億
２
千
616

万
１
千
円

（
17.3
％
）
減
と
な
り
、
10

億
８
千
78

万
４
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、
各
市
町 

か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア
ル
ミ
の
不
用
品
売
払

収
入
等
及
び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使
用

料
な
ど
）
で
す
。

歳
出（
支
出
）の
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い（
ご

み
）
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理 

す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合
の
借

金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保
険
の

認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、
圏
域

（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業
推
進
に
使

わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、
議
会
費
及
び
総
務

費
で
す
。

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
適
正 

か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を
立
て
て
、
組
合
の

健
全
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w

w.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
24
年
度
当
初
予
算

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 し尿処理費 リサイクル処理費 公債費 その他

８８７円 ７００円 ３,９１２円 １,７１９円 ９７８円 ３,７５５円

返　済

４４円

エコ太くん

リサ子ちゃん 歳　入歳　出

歳　出

10億8,078万４千円

住民１人当たりに使われる金額　　　11,995円
（平成24年３月末人口で算定） 人口　90,103人

歳　入

10億8,078万４千円

分担金及び負担金
10億3,222万円

諸収入
2,289万３千円

財産収入
275万円使用料及び手数料

2,292万１千円

平成24年度当初予算　10億8,078万4千円

総務費
7,995万３千円

民生費
6,306万２千円

公債費
３億3,831万円

衛生費
５億9,546万６千円

振興整備事業費
　　　275万円
議会費
　　　 74万３千円
予備費
　　　 50万円

⎧
│
│
⎨
│
│
⎩

阿久根市負担金 ２億1,126万２千円

出水市負担金 ４億9,773万９千円

長島町負担金 １億4,073万９千円

地方交付税（注） １億8,248万円

（注）地方交付税…起債償還に充当される国からの財源措置分

【内訳】

〔住民１人当たりに使われる金額の内訳〕

北
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『
水
俣
病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問
題

の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法
』
の
救
済
措

置
の
方
針
に
基
づ
く
救
済
措
置
申
請
受
付
は
、

平
成
24
年
７
月
31
日
ま
で
と
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
省
で
は
、
水
俣
病
発
生
地
域
に
お
い

て
、
申
請
前
に
医
師
に
相
談
し
た
い
が
、
差

別
や
偏
見
な
ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
受
診

に
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
方
々
へ
の
受
診
支
援

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
直

接
、
お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
環
境
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
省

環
境
保
健
部
　
特
殊
疾
病
対
策
室

〒
１
０
０
ー
８
９
７
５

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
ー
２
ー
２

☎
０
３
（
５
５
２
１
）
８
２
５
７

（
月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
18
時
）

http://www.env.go.jp/chem
i/

minamata/shinsei/index.html

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
に
関
す
る

措
置
の
申
請
受
付

　らしの情報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

スクール体験＆ホームステイ
（オーストラリア）

市
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
（
着
工
）
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
工
事
へ
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
被
害
な
ど
を
防
ぎ
、
安
全
な
建
築
物
の

整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐

震
改
修
工
事
費
用
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
直

接
、
お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
市
の
ホ
ー

木
造
住
宅
耐
震
事
業

補
助
制
度
の
案
内

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
建
設
課
　
建
築
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
２
）

市
で
は
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
手
話
奉
仕
員
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時
　
毎
週
火
曜
日
（
25
回
開
催
）

19
時
〜
21
時

開
講
日
　
７
月
３
日
㈫

◇
場
所
　
市
民
会
館
　
会
議
室

◇
募
集
人
員
　
20
名

◇
応
募
資
格
　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

課
程
を
修
了
し
た
方

◇
受
講
料
　
無
料

◇
申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈭

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課 
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
コ
ー
ス
）

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
無
料

障
が
い
者
委
託
訓
練
生
の

募
集

で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
講
座
を
行
い
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
14
日

㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

◇
期
日
　
８
月
１
日
、
２
日
、
３
日
、
７
日
、

８
日
、
９
日
の
６
日
間

（
午
前
９
時
〜
午
後
17
時
）

◇
場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

視
聴
覚
棟
２
Ｆ
　
大
教
室（
予
定
）

鹿
児
島
市
東
郡
元
町
14
│
３

◇
主
な
受
講
資
格

・
技
能
検
定
（
国
家
試
験
）
の
１
級
・
単
一

等
級
合
格
者

・
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４
〜
10
年
の

実
務
経
験
者

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種
に
関
す
る

学
科
を
修
め
た
方
で
、
大
卒
者
２
年
、
短

大
・
高
専
卒
者
４
年
、
高
卒
者
７
年
の
実

務
経
験
の
あ
る
方

◇
受
付
期
間
　
５
月
28
日
〜
６
月
８
日
必
着

◇
定
員
　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◇
受
講
料
　
１
万
２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

※
問
い
合
わ
せ
先
　
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

職
業
訓
練
指
導
員

（
48
時
間
）
講
習

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

放
送
大
学

（
平
成
24
年
度
10
月
生
募
集
）

な
お
、無
料
で
資
料
請
求
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈮
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
　
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

◇
日
程
　
７
月
26
日
㈭
〜
８
月
14
日
㈫

８
日
〜
18
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す

◇
派
遣
先
　
米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

◇
内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・
地

域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

◇
説
明
会
　
全
国
14
都
市
、
５
月
下
旬
開
催

（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

※
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１

Ｅ
メ
ー
ル
　info@

kskk.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://www.kskk.or.jp

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集
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☎０９９６−７２−１０５１（生涯学習課）
☎０９９６−７３−１２１１（市役所代表）

※問い合わせ先　生涯学習課　スポーツ係　☎0996-72-1051

　らしの情報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

「
歯
の
衛
生
週
間
行
事
」
と
し
て
、
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

展
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

◇
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

６
月
１
日
㈮
〜
６
月
10
日
㈰

阿
久
根
市
立
図
書
館

◇
歯
科
検
診
及
び
無
料
相
談
・
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
展
優
秀
者
表
彰
式

６
月
２
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

出
水
市
「
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店
」

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
郡
歯
科
医
師
会

公
衆
衛
生
担
当
（
児
島
歯
科
医
院
内
）

☎
０
９
９
６
（
８
６
）
１
２
６
６

歯
の
衛
生
週
間
行
事

市
で
は
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
体
制

の
強
化
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
次
の
と
お
り
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

◇
日
時
　
平
成
24
年
６
月
３
日
㈰
　
９
時

◇
対
象
　
市
内
全
域

※
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
行
政
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
１
２
）

防
災
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

◇
販
売
日
時
　
６
月
15
日
㈮
　
９
時
〜
11
時

◇
場
　
　
所
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◇
本
　
　
数
　
８
千
本
程
度

◇
単
　
　
価
　
１
本
20
円

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
販
売
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
苗
が

無
く
な
り
次
第
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
１
９
１

秋
小
ギ
ク
苗
を
販
売
し
ま
す

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
稲
の
食
害
を 

防
ぐ
た
め
、
駆
除
に
必
要
な
薬
剤
購
入
へ
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
補
助
対
象
者
は
市

内
の
農
業
者
で
、
補
助
額
は
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
の
金
額
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、『
椿
油
粕
』
な
ど
の
肥
料
は
補
助
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
７
）

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除
薬
剤

購
入
の
補
助
制
度

小ギクの苗

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
田
植
え
の
準
備
や
サ

ツ
マ
イ
モ
の
定
植
で
忙
し
く
な
る
時
期
で
す

の
で
、特
に
農
作
業
中
に
お
け
る
事
故
に
は
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
農
作
業
事
故
の

未
然
の
防
止
と
、
次
の
安
全
対
策
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
農
業
機
械
を
ほ
場
に
入
れ
る
際
は
、
進
入

路
や
路
肩
な
ど
段
差
の
あ
る
場
所
に
は
十

分
注
意
し
、
機
械
の
転
落
、
転
倒
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
。

○
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
転
落
・
転
倒
死

亡
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
ほ
場

作
業
以
外
で
は
必
ず
左
右
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ

ル
を
連
結
す
る
な
ど
安
全
装
置
の
適
正
な

使
用
と
危
険
な
操
作
な
ど
を
避
け
る
よ
う

に
心
が
け
る
。

○
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際
に

は
、
必
ず
安
全
キ
ャ
ブ
ま
た
は
安
全
フ

レ
ー
ム
を
適
正
に
装
着
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
及
び
ひ
も
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す

る
。 春

の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
月
間

農
作
業
時
の
事
故
に
注
意
Y

参加報告

小型船舶免許　更新･失効講習 
６月６日㊌
① 09:30～ 阿久根市民会館
② 14:30～ 川内文化ホール（市民会館）

TEL（099）281-7753TEL（099）281-7753
入枝海事事務所入枝海事事務所

◎操縦免許証 ◎認印 △変更有りは住民票
更新:¥9,000 失効:¥15,000 写真は当日撮影
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海
で
の
レ
ジ
ャ
ー
の
際
に
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
Y

万
が
一
に
備
え
、
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た

携
帯
電
話
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
Y

海
の
事
故
は
、
迷
わ
ず
１
１
８
番
に
「
い

つ
」「
ど
こ
で
」「
な
に
が
あ
っ
た
」
を
簡
潔

に
、
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

串
木
野
海
上
保
安
部
　
救
難
係

☎
０
９
９
６
（
３
２
）
３
５
９
２

命
を
守
る
３
つ
の
基
本「
自
己
救
命
策
」

串
木
野
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

基
本
①
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

基
本
③
『
１
１
８
番
』
の
有
効
活
用

基
本
②
連
絡
手
段
の
確
保

昨
年
８
月
か
ら
開
設
し
て
い
る
出
水
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
野
田
診
療
所
内
の
『
夜
間
一

次
救
急
診
療
所
』の
一
日
平
均
利
用
者
数（
平

成
23
年
８
月
〜
平
成
24
年
３
月
）
は
５
・
３

人
で
、
う
ち
25
％
が
阿
久
根
市
民
の
方
々
の

ご
利
用
で
し
た
。

・
引
き
続
き
適
正
受
診
を
心
が
け
、
地
域
医

療
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
日
ご
ろ
か
ら
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
日
ご
ろ
か
ら
自
分
や
家
族
の
健
康
増
進
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

・
特
に
軽
症
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
正
規
の

診
療
時
間
内
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
当
番
医
及
び
夜
間
の
受
診
は
、

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で

す
。
人
権
擁
護
委
員
が
、『
全
国
一
斉
特
設

人
権
相
談
』
を
実
施
し
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
、
こ
ど
も
、
女
性
、
高
齢

者
及
び
障
害
者
な
ど
の
人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
本
市
で
は
次
の
方
々
が
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
大
石
啓
元
　
▽
奥
平
勝
美

▽
前
田
和
子
　
▽
岩
森
多
津
子

◇
開
催
日
時
・
会
場

夜

全

間
一
次
救
急
診
療
所

一
日
平
均
５
・
３
人
が
利
用

国
一
斉
特
設
人
権
相
談

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

急
病
の
患
者
さ
ん
に
限
り
ま
す
。

☎
「
＃
８
０
０
０
」
番
ま
た
は
、

０
９
９
（
２
５
４
）
１
１
８
６

対
象
者
　
概
ね
15
歳
未
満
の
お
子
さ
ま

毎
日
　
19
時
〜
23
時
ま
で

☎
０
９
９
６
（
８
４
）
２
０
２
３

受
付
　
18
時
30
分
〜
22
時
30
分

※
必
ず
事
前
の
電
話
で
症
状
を
お
知
ら
せ 

く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
県
小
児
救
急
電
話
相
談

夜
間
一
次
救
急
診
療
所

６
月
１
日
㈮
　
10
時
〜
15
時

市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先
　
鹿
児
島
地
方
法
務
局

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
２
３
０
０

県
で
は
戦
傷
者
や
戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の

援
護
、
軍
人
恩
給
等
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い

て
、
直
接
市
民
の
相
談
に
応
じ
る
『
移
動
援

護
相
談
』
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時
　
平
成
24
年
５
月
25
日
㈮

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

◇
場
所
　
市
民
会
館
第
10
会
議
室
（
１
階
）

◇
相
談
内
容

戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金
、
戦

傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
妻
へ
の
特
別
給
付

金
、
援
護
年
金
、
旧
軍
人
の
恩
給
、
扶
助

料
な
ど
に
関
す
る
こ
と

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
福
祉
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
６
・
１
４
１
７
）

戦
傷
者
や
戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の

『
移
動
援
護
相
談
』
の
案
内

厚
生
労
働
省
に
よ
る
戦
没
者
海
外
慰
霊

巡
拝
が
次
の
と
お
り
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
巡
拝
に
か
か
る
所
要
額
の
約
３
分
１

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

◇
慰
霊
巡
拝
地
　
旧
ソ
連
、ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島
な
ど

◇
参
加
資
格
　
巡
拝
を
行
う
地
域
に
お
け
る

戦
没
者
の
遺
族
で
健
康
な
方

※
問
い
合
わ
せ
先

戦
没
者
海
外
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
募
集

鹿
児
島
県
　
保
健
福
祉
部
　
社
会
福
祉
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
４
０

事
業
の
将
来
性
は
あ
る
が
、
財
務
上
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対
象
に
『
鹿

児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
』
が
、

経
営
相
談
・
再
生
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、相
談
料
は
無
料（
一
次
対
応
の
み
）で
、

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９
（
８
０
５
）
０
２
６
８

市
で
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
、
個
人
・

公
共
の
財
産
を
守
る
た
め
、
土
地
な
ど
の
筆

界
基
準
点
、
地
籍
図
根
三
角
点
お
よ
び
市
街

地
公
共
基
準
点
の
標
識
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

工
事
な
ど
の
際
に
は
、
標
識
の
保
護
に
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

標
識
移
転
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の
行
為
の

１
ヶ
月
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
　
地
籍
調
整
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
４
）

中地
小
企
業
の
事
業
再
生
を
応
援

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

籍
調
査
に
よ
り
設
置
し
た

標
識
の
保
全

地籍図根三角点

市街地公共基準点

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
税
務
署

☎
０
９
９
６（
６
２
）０
２
０
０（
音
声
案
内
）

夜間一次救急診療所
（出水総合医療センター 
野田診療所）
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平
成
24
年
10
月
１
日
現
在
で
、
就
業
及
び

不
就
業
の
状
態
を
調
査
し
、
全
国
や
地
域
別

の
就
業
構
造
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
平
成

24

年
就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
こ
の
調
査
の
調
査
票

配
布
や
回
収
な
ど
の
業
務
を
し
て
い
た
だ
け

る
調
査
員
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
調
査
員
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
１
日
㈮
ま
で
に
企

画
調
整
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
３
１
・
１
２
３
２
）

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査

㈶
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り 

公
社
で
は
、
脇
本
・
大
川
島
海
水
浴
場
の
管

理
人
・
監
視
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
募
集
資
格
　
18
歳
以
上

◇
募
集
人
員
　
若
干
名

◇
申
込
期
限
　
６
月
15
日
㈮
ま
で

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ
く
り
公
社

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
７
５
５

脇
本
・
大
川
島
海
水
浴
場
の

管
理
人
・
監
視
員
募
集
Y

６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
は
『
労
働

保
険
料
の
年
度
更
新
』
の
申
告
期
間
で
す
。

申
告
書
の
集
合
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
手
続
に
必
要
な
書
類
は
、 

５
月
末
ご
ろ
に
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
期

間
中
の
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
集
合
受
付
日
程

・
６
月
22
日
㈮
　
10
時
30
分
〜
15
時

ホ
テ
ル
キ
ン
グ
（
出
水
市
）

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
１
５
１
１

・
６
月
27
日
㈬
、
28
日
㈭
　
10
時
〜
15
時

薩
摩
川
内
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
７
７
４
１

・
７
月
３
日
㈫
　
10
時
〜
15
時

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
（
さ
つ
ま
町
）

☎
０
９
９
６
（
５
２
）
１
１
２
３

※
問
い
合
わ
せ
先
　
川
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
３
２
２
５

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ『
労
働
保
険
の

年
度
更
新
手
続
』の
お
知
ら
せ

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。

特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、 

消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金
的
な
性
格
」
を
有

す
る
税
金
で
す
。
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
、
本

税
の
ほ
か
、
完
納
の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併

せ
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
は
期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す

―
消
費
税
・
地
方
消
費
税
―

※
問
い
合
わ
せ
先
　
出
水
税
務
署

☎
０
９
９
６（
６
２
）０
２
０
０（
音
声
案
内
）

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
の
役
員
ら

30
人
が
『
地
域
安
全
見
守
り
隊
員
』
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
隊
員
は
、
独
居
高
齢
者

宅
を
訪
問
し
、
防
犯
や
交
通
安
全
指
導
を
行

い
ま
す
。
黄
色
い
帽
子
と
ベ
ス
ト
が
目
印
。

今
後
の
隊
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
安
全
見
守
り
隊
が
始
動
Y

交
通
安
全
運
動
な
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ

く
阿
久
根
市
交
通
安
全
協
力
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

▽
上
堀
　
博
▽
田
上
　
洋
▽
大
野
昭
悟

▽
鮫
嶋
國
芳
▽
㞍
無
濵
實
男

交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
阿
久
根
市
交
通
安
全
協
力
員
―

阿久根商工会議所
青年部の皆さまから

㈳北薩法人会阿久根支部
グラウンドゴルフ大会
から

山下の風まつりで、山下小の家庭
教育学級が販売した『山下まもる
くんバッジ』の売上金から

交通安全協力員への
委嘱状交付式

次
の
方
々
か
ら
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金

地域安全見守り隊の　
皆さんと関係者の方々
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で
は
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に

介
護
や
支
援
を
必
要
と
し
な
い
元
気
な

高
齢
者
の
方
向
け
の
介
護
予
防
事
業

（
一
次
予
防
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
元
気
ア
ッ
プ
教
室
』
で
は
、
毎
回

約
30

名
の
方
が
、
楽
し
く
軽
い
体
操
や

脳
活
性
化
の
ゲ
ー
ム
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ
、

元
気
な
体
づ
く
り
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ

う
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。
興
味
の 

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者
　
阿
久
根
市
に
お
住
ま
い
の

65

歳
以
上
の
方

◇
内
　
容
　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、

転
倒
予
防
体
操

◇
時
間
　
13

時
30

分
〜
15

時
30

分

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
講
師
　
運
動
指
導
士

◇
持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
用
具
、
飲
み
物

◇
参
加
申
込

開
催
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
６
１
）

℻
０
９
９
６
（
７
３
）
０
２
９
７

『元気アップ教室』参加者募集中Y

昨年、老人福祉センターで行われた『元気アップ教室』に参加した皆さん

転倒予防体操を行う参加者

〈日　程　表〉

６月12日㈫ 11月13日㈫

７月10日㈫ 12月11日㈫

８月７日㈫　※大丸公民館 １月８日㈫

９月11日㈫ ２月５日㈫

10月９日㈫ ３月12日㈫

みんなで『元気』になっど！

市
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
、
食

事
に
つ
い
て
の
相
談
、
歯
に
つ
い
て
の

相
談
な
ど
。

血
圧
測
定
、
体
重
・
体
脂
肪
測
定
を

行
い
ま
す
。

◇
時
　
間

９
時
30

分
〜
11

時

◇
場
　
所

阿
久
根
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
８
）

健
康
相
談
の
内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
方
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
平
成
24

年
度
か
ら
、
１
年
度
当

た
り
の
助
成
限
度
額
を
『
10

万
円
』
か

ら
『
15

万
円
』
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
対
象
と
な
る
治
療
な
ど
、
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

法
律
上
の
婚
姻
関
係
の
あ
る
夫
婦

で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

① 

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法

に
よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が
な

い
、
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
　
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
阿
久
根

市
に
住
所
を
有
し
、
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と

③
　
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

730

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

※
１
月
〜
５
月
ま
で
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
前
々
年
の
所
得

④
　
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い 

こ
と
な
ど

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
５
８
）

『
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
額
』
が

変
わ
り
ま
し
た
Y

阿久根市保健センター

〈日　程　表〉

６月26日　㈫ 11月20日　㈫

７月17日　㈫ 12月18日　㈫

８月21日　㈫ １月15日　㈫

９月18日　㈫ ２月12日　㈫

10月２日　㈫ ３月19日　㈫

あなたや家族の健康について相談

をお受けします。どなたでもお気

軽にご相談ください。

血糖値や血圧、
コレステロールが高めで
気になっている。
どんな食事をすれば

よいのだろう。

眠れない日が
続いている…。

健診の結果の
ことで相談し
てみようかな。

最近、お腹周りが急成長…。
運動とか食事とか、
どんな風に気をつけたら
良いのかな。

歯ぐきが赤く腫れたり、
口臭が気になる。

歯周病かな？

まちの健康相談室

市
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図書館へ行こうY
　未返却本ありませんか？
図書館では未返却の方に対して、返却予定日
から１か月を過ぎると、電話でお知らせをさせ
ていただいております。人気の本は予約も多
く、順番を心待ちにしている方もいらっしゃい
ます。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願
いします。

　新刊案内
・『かすてぃら　僕と親父の一番長い日』

さだまさし（著）
もうひとつの“精霊流し”。若き
父の記憶は、カステラの香りととも
に、故郷の風景を連れてやってくる
…。あたたかな笑いの果てに涙あふ
れる、さだまさしの自伝的小説。

・『けんかにかんぱいY』
宮川ひろ（作）小泉るみ子（絵）
新しいクラスになって係を決める
とき、和人は自分で考えて、黒板に 
『けんかとめ係』と書きました。 
ところが先生は「けんかはとめるも
のではないぞ。」というのです。よ
くわからない和人でしたが…。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・５月26日㈯　14時～　手作り教室
・６月２日㈯　14時～　映画会
・６月９日㈯　14時～　バンビ教室

（読み聞かせ）
・６月16日㈯　14時～　手作り教室
・６月19日㈫　16時～　映画会・バンビ教室

（読み聞かせ）

・『猫背の虎　動乱始末』
真保裕一（著）

安政２年、直下型大地震が江戸を
襲った。新米同心・虎之助は、町人
たちを救うべく走り廻る。恋と人情、
謎解きに捕り物が詰まったエンタメ
時代長編。

「借りたまま、いつのまにか忘れてし
まっている本はありませんか？」

●瑞宝双光章（警察功労）　　

羽田　三樹男さん（新町区）

元警視庁警視

羽田さんは、警視庁に昭和

36年から平成14年までの42年

間の永きにわたり勤務されました。主に警備

部門に所属され、国会議事堂の警備責任者と

して８年間勤務されたことが、特に思い出深

かったと話してくださいました。

●瑞宝単光章（消防功労）　　

盛永　豊さん（山下馬場区）

元阿久根地区消防組合

消防司令長

盛永さんは、阿久根地区消

防組合の『消防士』として、人を助ける使命

感を胸に昭和44年から平成16年までの36年間

勤務。退職された現在も地域活動等に献身的

にご尽力されています。

●瑞宝双光章（警察功労）　　

小牟田　秋男さん（波留区）

元神奈川県警部

小牟田さんは、神奈川県警

に昭和34年から平成12年まで

の42年間の永きにわたり勤務されました。 

昭和39年の東京オリンピックの際には、白バ

イで選手を先導されたことや生活安全課に30

年近く勤め、取締任務で苦労されたことなど、

当時を振り返り語ってくださいました。

危険業務従事者叙勲

社会に貢献された方に授与される『危険業

務従事者叙勲』の受章者が発表されました。

阿久根市からは、叙勲に瑞宝双光章２人、

瑞宝単光章１人の計３人の方が選ばれまし

た。受章された皆さんを紹介します。
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※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載しています。

「
子
ど
も
た
ち
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
被
災
地
の
状
況
を
見
聞
き
し
、
色
々

な
気
持
ち
が
心
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
し

ま
い
、
ど
ん
な
『
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

を
書
い
た
ら
よ
い
か
と
悩
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。」
と
話
す
の
は
、
津
波
で
流

さ
れ
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
大
漁
旗
に

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
る
活
動
を
行

っ
た
大
川
中
の
柳
田
浩
子
校
長
先
生
。

　
こ
れ
は
、
同
中
出
身
の
寺
地
壮
一
郎

さ
ん
が
、
知
人
か
ら
紹
介
を
受
け
て
始

ま
っ
た
活
動
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
被
災
地
へ
送
り
出
す
大
漁
旗
に
は
、

泥
や
瓦
礫
で
で
き
た
無
数
の
シ
ミ
を
か

き
分
け
る
よ
う
に
し
て
書
き
添
え
ら
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
『
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
』。
た
と
え
短
い
言
葉
で
あ
っ
て
も
、

思
い
が
届
い
て
ほ
し
い
。 

（
寺
園
）

人のうごき
４月30日現在

（　）は前月比

人　口
23,088人
（−52人）

男
10,818人
（−22人）

女
12,270人
（−30人）

世帯数
10,601世帯
（＋5世帯）

出 生 10人
死 亡 30人
転 入 131人
転 出 163人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

船
蔵
　
颯は
や

斗と

　
真
　
一
（
　
潟
　
）

坂
元
　
健け
ん

　
　
孝
　
志
（
尻
無
下
）

馬
見
塚
栄え
い

希き

　
　
薫
　
（
遠
見
ヶ
岡
）

下
路
　
丈た
け

瑠る

　
和
　
弘
（
牧
　
内
）

桐
原
　
杏あ
ん

菜な

　
健
　
悟
（
牧
　
内
）

末
増
　
翔
し
ょ
う

　
　
克
　
也
（
遠
見
ヶ
岡
）

塘
　
琉
り
ゅ
う

之の

介す
け

　
貴
　
之
（
槝
之
浦
西
）

新
枦
　
夢み

く

る桜
　
直
　
樹
（
折
口
東
）

馬
見
新
キ
ク
ヱ
94
（
飛
　
松
）　

博

赤
　
　
務
　
83
（
大
　
林
）
川
畑
力
雄

小
牟
田
道
藏
88
（
上
　
野
）
テ
　
ル

西
園
キ
ミ
子
80
（
高
之
口
）
祐
　
二

佐
潟
イ
ツ
ヨ
75
（
佐
　
潟
）
章
　
司

京
田
　
茂
己
81
（
瀬
之
浦
上
）
敬
　
二

渡
辺
　
美
和
82
（
槝
之
浦
東
）
隆
　
夫

猿
樂
　
義
則
83
（
佐
　
潟
）
カ
ズ
ヱ

若
松
シ
チ
ヱ
97
（
尻
無
上
）
岩
元
な
つ
み

髙
木
　
正
雄
75
（
新
　
町
）
カ
ズ
ヱ

西
野
　
勝
男
68
（
折
口
東
）
ツ
ル
子

河
北
モ
モ
ヱ
94
（
桐
野
上
）
井
上
ヨ
シ
子

辻
　
　
満
子
69
（
永
田
下
）
喜
久
男

橋
元
シ
ミ
エ
79
（
新
　
町
）
　
渉

石
原
　
洋
一
32
（
陳
之
尾
）
哲
　
男

石
原
　
康
徳
64
（
桐
野
上
）
節
　
子

宮
路
　
乙
房
88
（
内
　
田
）
マ
ツ
エ

谷
口
友
三
郎
90
（
大
　
丸
）
澄
　
子

松
永
ト
ラ
ミ
88
（
牛
之
浜
）
馬
場
口
恵
美
代

青
龍
マ
サ
子
77
（
遠
　
矢
）
清
　
志

遠
矢
　
一
郎
82
（
遠
　
矢
）
静
　
惠

下
路
　
信
夫
88
（
内
　
田
）
　
水

小
田
キ
サ
ノ
95
（
新
　
町
）
茂
　
雄

鳥
飼
　
誠
　
70
（
永
田
下
）
渕
上
律
子

新
坂
上
ウ
メ
ノ
84
（
　
段
　
）
正
　
義

川
畑
ト
キ
ヱ
96
（
波
　
留
）
坂
上
一
惠

田
嶋
　
重
則
83
（
折
口
東
）
イ
ツ
子

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）
代
表
者

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

ひ
た
す
ら
に
働
く
だ
け
の
一ひ

と

生よ

な
り
叔
母
は
ベ
ッ
ド
に
小
さ
く
臥
し
ぬ 

有
田
イ
チ
エ

干
潟
に
て
小
型
の
船
の
焼
か
れ
を
り
働
き
し
昔
わ
れ
は
忘
れ
ず 

赤
﨑
　
タ
エ

咲
き
そ
む
る
庭
の
紅
梅
強
風
に
ち
ぎ
れ
散
る
さ
ま
た
だ
見
つ
め
を
り 

野
村
　
克
江

夕
つ
日
の
差
し
く
る
庭
に
桃
の
咲
く
そ
の
色
ま
さ
に
力
湧
く
赤 

木
場
　
克
子

満
州
の
錦
州
局
に
勤
め
ゐ
て
盧
溝
橋
事
件
つ
な
ぎ
し
を
思
ふ 

川
畑
　
ス
ミ

黄
砂
き
て
夕
日
お
ぼ
ろ
に
沈
み
ゆ
く
春
の
ひ
と
日
の
暮
る
る
速
さ
よ 

遠
矢
　
　
律

朝
空
に
月
仰
ぎ
つ
つ
鹿
大
へ
と
八
十
回
目
の
眼
科
に
向
か
ふ 

河
南
誠
一
郎

年
毎
に
目
ぼ
し
の
山さ

く

ら桜
咲
き
満
ち
て
う
す
霞
な
り
春
の
野
山
は 

白
濵
　
ノ
ブ

藪
椿
の
花
散
る
道
を
原
発
の
全
廃
叫
ぶ
新
聞
届
け
た
り 

亀
澤
　
笑
子

枝
垂
れ
梅
ほ
ろ
ほ
ろ
散
れ
ば
思
ひ
い
づ
庭
を
掃
き
ゐ
し
祖
母
の
白
髪 

別
府
　
義
明

阿久根市民病院附属看護学校の生徒35名が、学期ごとに

７班にわかれて阿久根駅や阿久根新港周辺などのゴミ清掃を

行っています。「木や草の茂みに弁当ガラや空き缶などがよく

見つかる。ポイ捨ては本当によくないと思う。」と参加された

生徒が話していました。

阿
久
根
を

『
清
掃
』
致
し
候
。阿久根新港周辺のゴミ清掃を行う

阿久根市民病院附属看護学校生

其
の
五
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

福ふ
く

田だ

　
孝こ

う

一い
ち

郎ろ
う

　

さ
ん
£0

◇趣味は何ですか・・・
映画鑑賞、吹奏楽
最近ジョギングを始めました。

◇理想のタイプ
何でもおいしく食べる人

◇阿久根についてひと言
若い力で盛り上げていきましょう。

◇将来の夢は何ですか・・・
50歳組に戻ってくることです。

◇このごろ気になる出来事は
阿久根のウニ、やっぱりおいしいですね。

私たちは鈴木段笑美鈴会です。「楽しく元気に」をモッ
トーに体操をしたり、脳トレーニング（頭の体操）を 
したり、遊具を使ったゲームをしたりと楽しく活動して
います。現在、会長の大田とみ子さんをはじめ、会員は
20名です。

先日は、毎年恒例の鈴木段集落感謝大会で西平市長と
一緒に『じゃっせん　あくね』ソングに合わせた踊りを
披露したところ、会場は大盛り上がりでした。
【活　　動】毎月第２月曜日
【活動場所】鈴木段公民館

「鈴木段笑
え

美
び

鈴
す

会」
サークル紹介

ＪＡ鹿児島いずみ　クレインハート㈱
　（総合葬祭）

ルミエールみかさ

ルミエールあくね

☎0996-64-3444

☎0996-64-6444

家族葬 承ります
各宗派、個人葬から社葬･団体葬
まで幅広く御利用いただけます
ご葬儀、法事等ご相談ください

年金友の会員
共済加入者
祭壇料より最大
１５％割引

年中無休
24時間受付
お電話下さい 家紋入れは無料です。家紋入れは無料です。

阿
久
根
弁
で
思
い
出
話
に

花
が
咲
く

４
月
８
日
、
近
畿
地
区
阿
久
根
会
の

総
会
が
大
阪
で
行
わ
れ
、
100

名
を
超
え

る
本
市
出
身
の
会
員
ら
が
出
席
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、

西
平
市
長
ら
も
出
席
し
、
ふ
る
さ
と
阿

久
根
の
近
況
な
ど
を
報
告
。
そ
の
後
の

懇
親
会
で
は
、
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
、

阿
久
根
弁
で
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
畿
地
区
阿
久
根
会
か
ら
本

市
へ
郷
土
募
金
と
し
て
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
貴

重
な
浄
財
を
ふ
る
さ
と
阿
久
根
の
活
性

化
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

近畿地区阿久根会春季総会


